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・フォトフレームの存在を来場者へPRする方法に課題がある。
　会場内アナウンスの活用を行うとともに、現場スタッフの手持ちでのPRを実施したことで一
定の利用者を確保できた。
　予算の都合上、今年は実現できなかったが、フォトフレームの設置台や説明パネル等を併
せて設置することでさらなる利用促進が図られ、PR効果も増加すると考えられる。

・新聞、テレビ（NHK、福井テレビ、FBCほか）、ラジオ（福井FM、FBCラジオ、FM敦賀ほか）等
・特に中京地域で放送されるCBC放送の「花咲かタイムズ」のロケが行われ、人気芸人が来場した。
　なお、当該人気芸人のSNSは日本１のフォロワー数のためPR効果は絶大であり、周辺施設の赤レン
ガ倉庫等の来館へも大きな影響を与えた。

敦賀市産業経済部商工貿易振興課

・公式HP及び公式FBによるPR

・告知パンフレット及びポスターの製作、掲示

　後援：敦賀市

　他の会員の参考となる新しい試み等

　平成２８年１１月３日（木祝）～１２月２５日（日）　５３日間

参加者の反響
（参加者の声）

実　施　概　要

【事業概要】
　敦賀港の振興及び賑わいの創出を図るため、みなとオアシス敦賀の構成施設である金ヶ崎
緑地において、大規模なイルミネーション事業を行った。

【具体的な取り組み】
　・「鉄道と港」をイルミネーションのデザインコンセプトとし、SL型モニュメント及び海の中をイ
メージした青のトンネルを設置することで、敦賀は「鉄道と港のまち」であることを表現した（別
添写真参照）
　・昨今のSNSの普及及び写真ブーム（カメラ女子）を捉え、フォトポイントを意識したモニュメ
ントを作成した。
　・また、SNS投稿用フォトフレームを作成し来場者へ提供。期間中約４００回使用された。

・フォトフレームについては、想像通り、１０代～２０代がメイン顧客となったが、意外にも４０～
６０代の方の利用も多く、本取り組みは他世代に対する効果を発揮すると考えられる。
・インスタグラム、ツイッター、フェイスブック等のSNSにおいて検索ワード「＃ミライエ」を入力し
たとき、開催期間中は常に敦賀のイルミネーションが表示されたことから、一定の広告効果が
発現した。

・無料で、これだけの規模を提供しているところはほかに無いと言っていただけている。

　LED電球３５万球　　設置面積約２ha（会場：金ヶ崎緑地）
　来場者数　55,000人（2015実績43,000人）

・フォトフレームやフォトポイントといった新たな試みで毎年進化していって欲しいとの意見があ
る。

　７，１０４，７８０円

別紙のとおり

活動に対するPR内容

マスコミ等の反響

平成２８年度活動報告書

　福井県　敦賀市

　敦賀港イルミネーション　ミライエ２０１６

　「敦賀・鉄道と港」まちづくり実行委員会

報　　告　　者

実施にあたり苦労した点
（今後他の会員が実施す

る上で注意する点）

　活　動　全　般



ミライエ２０１６ 全景 

全長７０ｍのアーチトンネル 

雨の日には地面が鏡のようになりより美しくなる 

地元小学生によるペットボトル灯篭 

SNS投稿用フォトフレーム 

↑ SNS投稿を狙うフォトスポット ↓ 

掲載写真は「敦賀・鉄道と港」まちづ

くり実行委員会がフォトコンテストに

より収集した同会所有写真 












